
新装置を導入
放射線治療がより充実しました
　４月よりＰＥＴセンターに隣接する放射線治療棟が
増築され、高精度治療放射線装置「TrueBeam(トゥルー
ビーム)」が導入されました。装置精度の向上により、広
範囲への高精度放射線治療が可能となり、治療時間短縮
も期待できます。また、従来では治療の難しかった部位
への利用も可能となりました。

旭中央病院主催の行事について
　９月の市民健康講座と病院まつりは、新型コロナウイ
ルス感染防止のため中止となりました。

感染防止対策のご協力のお願い
　当院では感染防止の強化に取り組んでいます。ご来院
の皆さまも感染防止対策（手洗い、マスク着用、待合時
の間隔確保など）のご理解とご協力をお願いします。
　感染対策の詳細は、病院ホームページに掲載していま
すのでご覧ください。

よくある質問と回答
Ｑ：初診外来の受付時間は？　　
Ａ：�午前７時45分〜11時（自動受付機は午前６時30分

〜）です。
Ｑ：自動精算機の稼働時間は？
Ａ：�午前７時〜午後８時です。
Ｑ：初診時選定療養費とは何のことですか？
Ａ：�紹介状を持たずに初診で受診された場合、上記費と

して5,500円追加のご負担となります。かかりつけ
医の紹介状をお持ちください。

Ｑ：９月の休診日はいつですか？
Ａ：�土・日曜日、20日（月・祝）、23日（木・祝）です。

救急外来は上記も診察します。

　感染症による日常生活の制限は、子どももストレス
を強めます。心身の変化を知り、対応しましょう。
子どものストレス反応
　体に現れる症状には、頭やおなかが痛い、眠れない
などがあります。
　行動面の変化では、落ち着きがない、しゃべりすぎ
る、しがみつき離れない、夜尿・おもらしをする、食
べ過ぎるもしくは食べない、よく泣く、わがままにな
るなどがあります。自分を守るための心の防衛反応で
すが、放っておくと悪くなる可能性があります。
子どもの気持ちを聴きましょう
　子どもに「どんな気持ちでも伝えていい」と伝えるこ
とが大切です。一緒にお絵描きをする、お風呂に入る
など、好きなことや安心できることをしながら話を聴
くといいでしょう。話し始めたら、どんな気持ちも否
定せず受け止めましょう。「嫌だったんだね」「そうだ
ね。そう思ったんだね」「お話できてがんばったね」な
どと頑張りを認めた上で褒めることが大切です。

リラクゼーション法
　気持ちを入れ替えたいときは、リラクゼーション法
を取り入れてストレスを軽減しましょう。
◦目を閉じ、耳をすませます。聞こえてくる音の中か
ら好きな音を一つ選び、１分間くらい聞きます。
◦鼻からゆっくり息を吸い、口からゆっくり吐いて深
呼吸しましょう。
◦手をぎゅーっと握り、足に力を入れ、肩を上げます。
その後にふっと力を抜きましょう。
頑張り過ぎないで早めに相談しましょう
　子どもに気になる様子があったり、親自身がつらい
と感じたりしたら、抱え込まずに健康づくり課(☎63-
8711)へ相談してください。

【健康づくり課保健師】

感染症の影響による
子どもと親のストレスを軽減しましょう
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